
 

 

 

自転車総合計画の検討状況について 
 

１ 自転車等施策検討協議会について 

市長の附属機関である横浜市自転車等施策検討協議会（平成 26 年 10 月 1 日設

置）において、総合計画の検討協議を進めています。 

 

（１）委員構成 

道路管理者、神奈川県警、鉄道事業者、住民代表、学識経験者等 計 16 名 

（２）検討スケジュール（参考資料） 

 【まもる】【はしる】【とめる】【いかす】の各基本方針に沿って平成 26 年度

内に４回開催予定です。平成 27 年度以降、素案を議論頂いた後、市民意見公募

を行い、自転車総合計画案を策定する予定です。 

 

２ これまでに開催した協議会における主な論点と議論の方向性 

（１） まもる 

ルールブックの作成 ルールを分かりやすく、体系的に示すツ

ールを作成し、様々な関係者が連携のも

と、幅広い世代における教育、啓発を充

実していくことが重要。 

学べる機会をつくる 

教えられる素材をつくる 

遵守できる環境をつくる 

 

（２） とめる 

買い物客、従業員用駐輪場の附置義務導入
様々な利用ニーズにきめ細やかに対応

するため、駐輪場の「量」を確保し「質」

を充実する施策として、附置義務制度導

入、路上等の活用、料金制度の再整理、

民間参入支援等は必要。 

施策の具体化に際しては、市民の意見を

聞きながら検討を進めることが重要。 

路上等を活用した駐輪場確保 

料金制度の考え方の再整理 

公民連携による効率的な駐輪対策 

 

（３） はしる 

自転車ネットワーク計画のあり方 「自転車は車両」という前提のもと、「ど

こ」を「どのような形」に整備するか、

更なる検討を進めていく。 自転車通行空間の整備形態 

    

※策定過程において適宜、常任委員会にご報告を予定しています 

建築・都市整備・道路委員会

平 成 2 7 年 2 月 1 6 日

道  路  局 
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自転車等施策検討協議会スケジュール 
 本資料は、横浜市自転車総合計画の策定に向けた各検討協議会のスケジュール及び検討内容を整理したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針に沿った施策の方向性の検討（全３回） 
■全体のねらい 

●個別の取り組みを「４つの基本方針」を軸に整理し、施策の方向性を明らかにします。 

H26.12.19 

■ねらい ●基本方針「まもる」の施策体系の整理と、施策の検討を行います 

H27.1.23 

■ねらい 
●基本方針「とめる」「はしる」の施策体系の整

 理及び、「とめる」の施策の検討を行います。

H27.4 以降の動き（予定） 

横浜市自転車総合計画の素案及び 

施策実行スケジュールの提示 

■ねらい 

●横浜市自転車総合計画で示す「施策の方向性」

と「具体化に向けた考え方」の確認 

●施策実行スケジュールの提示 

（施策の実行に向けた具体的な手続き）

■検討・確認事項 

●基本方針と施策体系に基づく「横浜市自転車総

合計画（素案）」を示します。 

●市民意見公募に向けた今後のスケジュール、修

正方針を検討します。 

自転車総合計画素案の構成イメージ 

・将来都市イメージ 

・基本方針（まもる／はしる／とめる／いかす） 

・施策体系図 

・実現に向けた実施施策 

・施策の実行スケジュール（概略） 

施策実行スケジュールの提示 

・施策の実行スケジュールの提案 

・各施策の優先順位の検討 

・各施策の目標年次の設定（短期／中期／長期）

・具体の展開に向けた体制・役割分担 ‥など

市民意見公募に向けた確認事項 

・実施時期の調整 

・意見公募方法について          

まもる 

①主な検討テーマ 

・安全を確保する交通ルールを身に付けるための取組

・放置をせず正しく停める意識の啓発 

②確認・検討事項 

・「まもる」の方向性 

・意識啓発と指導の連動施策 

・推進に向けた地域協働の仕組み 

H27.3.24 

第３回 
「とめる」施策の検討 

「はしる①」施策体系の整理 
第４回 

H26.10.22 

第 1 回 
横浜市自転車総合計画の 

理念と基本方針の検討 

■ねらい 

●横浜市自転車総合計画の目的の確認 

●自転車に関する課題の再認識と共有化 

●自転車利用の理念及び施策の基本方針の検討 

■確認、検討事項 

●「みんなが快適に過ごせるまち」の実現に向け

て、総合計画策定の目的、課題を再確認します。

●自転車を「どのように使えるようにしたいか」

という３つの理念を検討します。 

●理念の実現に向けて「具体的な施策の方向性は

何か」という４つの基本方針を検討します。 

自転車利用環境の理念（案） 

施策の基本方針（案） 

まもる 守るための正しい知識 

とめる 使い方に応じた駐輪環境 

いかす 自転車を適切に活かす仕掛け 

ルールを守って【安全に使える】 

マチに合わせて【かしこく使える】 

ハマの風を感じて【楽しく使える】 とめる 

①主な検討テーマ 

・駐輪の質に応じた駐輪環境 

・民間活力導入、附置義務等による供給量の

確保 

②確認・検討事項 

・「とめる」の方向性 

・需給バランス確保のための料金、サービス等の

検討 

・附置義務自転車駐車場制度の導入検討 

はしる① 

①主な検討テーマ 
・自転車ネットワークのあり方 

・自転車通行空間の整備形態 

②確認・検討事項(予定) 

・「はしる」の方向性 

①主な検討テーマ（予定） 
・自転車ネットワークのあり方 

・自転車通行空間の整備形態 

・自転車通行空間の整備の進め方 

②確認・検討事項(予定) 

・「はしる」の具体化に向けた考え方 

はしる②

いかす

① 主な検討テーマ（予定） 

・観光、スポーツ等での自転車利用の促進 

・お出かけ時の過度なクルマ利用から適度な

自転車への転換促進 

②確認・検討事項（予定） 

・「いかす」の方向性 

・自転車を使いやすくする情報提供のあり方

・過度なクルマ利用から自転車など適切な交

通手段の利用へ転換を促す施策案 

「はしる②」施策の検討 

「いかす」施策の検討 

■ねらい 
●基本方針「はしる」及び「いかす」の施策体系

 の整理と、施策の検討を行います。 

はしる 安全・快適な通行空間 

参考資料 

第２回 「まもる」施策の検討 

第５回～ 

市民意見公募の実施（秋頃）及び 

横浜市自転車総合計画案の策定(平成２７年度内)


	j7-20150216-do-4
	今後のスケジュールメモ(参考資料）

